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 元国土交通省 国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部 部長

（※50音順・敬称略 ◎は委員長）

４．議事 

（１）広島高速５号線シールドトンネル工事における設計・施工提案について 

 第２回委員会での審議を踏まえて実施した技術交渉を経て、入札参加申請者より提出さ

れた「設計・施工提案」について事務局より説明した。

 委員会では、提出された「設計・施工提案」について審議を行い、技術的見地から妥当

であるとの意見をいただいた。

主な審議項目については、以下のとおり。

  ○セグメントの構造設計・耐火性の改善提案

  ○シールドマシン内からの先行調査の改善提案

  ○地表面沈下量・騒音・振動の計測方法の改善提案

以上をもって、今回の設計・施工提案に関する委員会の審議は終了した。

以上

※この委員会では、トンネル工事の入札手続に関する情報を取り扱うことから、適正な入札を執行す

る上で機密性を確保する必要があるため、非公開としております。


